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はじめに 
2025 年 8 月 5 日、三井住友フィナンシャルグループ 1（SMFG）が発表した「AI-CEO」シ
ステムは、金融業界における生成 AI 活用の新たな地平を切り開く革新的な取り組みとして
注目を集めています。同グループ CEO中島達氏の発言や思考パターンを学習させた生成 AI
システムは、従業員約 3 万人が気軽に「社長」に相談できる環境を実現し、組織文化の変革
と業務効率化を同時に追求する画期的なプロジェクトです。 
1. AI-CEO システムの技術的詳細と革新性 
1.1 高度な AI 技術の融合 
AI-CEO システムは、最新の AI 技術を巧妙に組み合わせた sophisticated なアーキテクチ
ャを採用しています。基盤となるのは OpenAI 社の GPT-4o1 で、これに RAG（Retrieval-
Augmented Generation）技術とシステムプロンプトを組み合わせることで、中島達社長の
個性と思考パターンを忠実に再現しています。 
RAG 技術により、システムは中島氏の過去の発言データベースから関連情報を動的に検索・
参照し、その背景にある考え方や意思決定プロセス、さらには周囲からの印象まで含めた包
括的なデータを基に「中島氏らしい」回答を生成します。このアプローチにより、単なる質
疑応答システムを超えた、真に経営者の思考を体現する AI アシスタントが実現されていま
す。 
1.2 二つのインターフェース戦略 
システムは二つの異なるユーザーインターフェースを提供しています。第一に、テキストベ
ースのチャットボット形式では、従業員が日常的な業務相談から戦略的な企画まで幅広い
相談を行えます。第二に、Microsoft 社の技術を活用したビジュアルアバター2 では、音声
による対話が可能で、よりリアルな経営者との面談体験を提供します。 
このマルチモーダルなアプローチは、利用者の好みや状況に応じて最適なコミュニケーシ
ョン手段を選択できる柔軟性を提供し、AI 活用のハードルを大幅に下げることに貢献して
います。 
2. 戦略的開発背景と組織変革への意図 
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2.1 「AI-leading Financial Institution」への変革 
SMFG が AI-CEO システム開発に着手した背景には、単なる業務効率化を超えた、組織文
化そのものの変革への強い意志があります。同社のプレスリリース 1 によれば、「組織の持
続的成長には役職員と AI が共に働く環境・文化を創ることが重要」との認識のもと、「AI-
leading Financial Institution」としてのブランド確立を目指しています。 
この取り組みは、先般設定された生成 AI 投資枠を戦略的に活用し、AI 活用加速の礎として
位置づけられています。従業員に「AI とともに働くことが当たり前」という組織風土を醸
成することで、将来的な競争優位性の確立を図る長期的な視点に基づいた戦略投資といえ
るでしょう。 
2.2 自然な学習体験の創出 
AI-CEO システムの最も革新的な側面の一つは、従業員が AI の有用性を「自然な形で認識」
できるよう設計されている点です。経営者との相談という身近で理解しやすい体験を通じ
て、AI の実用性を体感的に学習できる環境を整備することで、従業員の心理的障壁を解消
し、日常業務での AI 活用を促進する効果が期待されています。 
3. 利用者の反応と現場での評価 
3.1 ポジティブな評価と実用性の確認 
2025 年 7 月中旬からの本格運用開始以降、利用した社員からは概ね好意的な反応 3 が寄せ
られています。特に「社長の視点をまねて経営に関する戦略的アドバイスをしてくれる」と
いった声は、システムが単なる情報検索ツールではなく、真に経営的思考を提供する価値あ
る相談相手として機能していることを示しています。 
従業員は業務内容の相談、キャリア開発、思考の整理など多様な場面でシステムを活用して
おり、幅広い業務領域での実用性が確認されています。これは、経営者の思考パターンを学
習した AI が、様々な課題に対して一貫した価値観と視点を提供できることを実証していま
す。 
3.2 建設的な課題指摘と改善の方向性 
一方で、中島社長に近い社員からは「本人だったらもっと厳しい意見も言うだろう」との指
摘も寄せられています。この評価は、AI-CEO がある程度中島氏の特徴を再現できている一
方で、人間の持つ複雑さや状況に応じた厳しさまでは完全に再現できていない現状を浮き
彫りにしています。 
また、「社長の考えに寄せてしまい前例を打ち破るアイデアから遠のくのでは」という懸念
も提起されており、SMFG はこうした課題に留意しながら改良を進めていく 3 方針を示し
ています。これらの指摘は、AI システムの限界を理解しつつ、より効果的な活用方法を模
索する建設的な議論として評価できます。 
4. 金融業界における生成 AI 活用の最新動向 
4.1 業界全体での導入拡大 
三井住友 FG の AI-CEO システムは、金融業界における生成 AI 活用の一つの象徴的事例で
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すが、業界全体では多様な形で AI 導入が進展しています。日本リサーチ総合研究所の調査
4 によれば、生成 AI は「業務の自動化」「顧客体験の向上」「リスク管理の強化」といった
多様な目的で導入が進んでいます。 
特に注目すべきは、地域別の AI 活用スタンスの違いです。米国の金融機関は「攻めの姿勢」
を強める一方、欧州は「慎重な取り組み」を続け、中国では「高速な実用化」が進んでいま
す。日本の金融機関は「堅実なビジネス応用と高いガバナンス意識」を特徴とし、SMFG の
アプローチもこの傾向に合致しています。 
4.2 他企業の類似取り組み 
SMFG の AI-CEO に続き、キリンホールディングスも 2025 年 7 月から経営会議に「AI 役
員」を導入 5 するなど、AI 経営支援システムの導入は業界を越えて拡大しています。これ
らの取り組みは、日本企業における「AI×経営」の新たなトレンドの形成を示唆しています。 
5. 技術的課題と今後の発展可能性 
5.1 現行システムの技術的限界 
AI-CEO システムは革新的である一方、現在の生成 AI 技術に共通する課題も抱えています。
特に、人間の持つ複雑で矛盾した側面や、状況に応じた柔軟な判断の再現には限界がありま
す。また、学習データに含まれない新しい状況や前例のない課題への対応については、今後
の技術発展に依存する部分が大きいといえます。 
5.2 将来の展開予定と機能拡張 
SMFG は今年度中に銀行員の知見やスキルを取り込んだ「AI 上司」の試行を予定しており、
より幅広い業務での活用 5 を目指しています。この展開は、AI-CEO の成功を受けて、組織
階層の様々なレベルで AI 支援システムを導入する包括的な戦略の一環と考えられます。 
また、AI アバター機能についてはイベント等での活用も予定されており、社内だけでなく
社外とのコミュニケーションツールとしての可能性も探索されています。 
6. 生成 AI 導入における成功要因の分析 
6.1 導入プロセスの成功パターン 
生成 AI 導入企業の実態調査 6 によれば、導入済み企業の 94.0%が継続利用意向を示し、
72.5%がポジティブな社内反応を得ています。SMFG の事例もこの傾向に合致しており、成
功の要因として以下の点が挙げられます： 
事前準備の徹底: セキュリティリスクへの対応と運用ガイドラインの策定により、導入時の
不安を最小化 
段階的な展開: チャットボットから始めてアバター機能へと段階的に機能を拡張するアプ
ローチ 
現場参加型の開発: 実際の利用者からのフィードバックを積極的に取り入れる体制の構築 
6.2 組織文化への統合戦略 
SMFG の取り組みで特に注目すべきは、AI 導入を単なる業務ツールの追加ではなく、組織
文化の変革として位置づけている点です。「AI とともに働くことが当たり前」という組織風
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土の醸成 1 を目指すことで、長期的な AI 活用基盤の構築を図っています。 
7. 課題と改善の方向性 
7.1 技術的課題への対応 
現状では、人間の持つ厳しさや複雑さの完全な再現には限界があることが利用者から指摘
されています。この課題に対して SMFG は、継続的な学習データの蓄積と、AI モデルの改
良により対応していく方針です。特に、中島社長の新しい発言や判断事例を継続的にシステ
ムに反映することで、より精度の高い再現を目指しています。 
7.2 創造性と多様性の確保 
「前例を打ち破るアイデアから遠のく」という懸念については、AI システムの補完的活用
を推進することで対応が図られています。AI-CEO からの助言を参考にしつつ、最終的な意
思決定は人間が行うという原則を明確にすることで、創造性と効率性のバランスを保つア
プローチが採られています。 
8. 業界への波及効果と将来展望 
8.1 金融業界における競争優位性の源泉 
SMFG の AI-CEO 導入は、「AI-leading Financial Institution」というブランド確立 1 を通じ
て、競合他社に対する差別化要因として機能することが期待されます。特に、従業員の AI
リテラシー向上と、AI 活用が当たり前の組織文化の構築により、将来的な AI 技術の発展に
対する適応力の向上が見込まれます。 
8.2 他業界への影響と拡散 
キリンホールディングスの事例に見られるように、AI 経営支援システムの導入は業界を越
えて拡散する可能性が高いと考えられます。特に、経営者の思考パターンを学習させた AI
システムは、組織規模の大小を問わず、経営の一貫性確保と意思決定支援の観点で価値を提
供できる可能性があります。 
9. リスク管理と倫理的配慮 
9.1 データセキュリティとプライバシー保護 
金融機関という性質上、SMFG の AI-CEO システムは極めて厳格なセキュリティ基準のも
とで運用されています。中島社長の発言データの管理から、従業員の相談内容の保護まで、
多層的なセキュリティ対策が実装されています。 
9.2 AI 利用の透明性と説明責任 
SMFG の DX-link 記事 7 で言及されているように、「責任あるイノベーションとスマートな
規制の両立」を目指す取り組みの一環として、AI-CEO システムの意思決定プロセスの透明
性確保と、利用者に対する適切な説明責任の履行が重視されています。 
10. 結論：新たな労働環境パラダイムの創出 
三井住友 FG の「AI 社長」システムは、単なる技術導入事例を超えて、人間と AI が共存す
る新しい労働環境のパラダイムを提示する革新的な取り組みです。長谷部智也執行役員の
言葉 3 にあるように、「人間と AI が共に働き思考を深めていく労働環境」の実現に向けた
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先駆的な実験として、その成果と課題は業界全体に大きな影響を与えることが予想されま
す。 
このシステムの真の価値は、AI による業務効率化にとどまらず、組織文化の変革と従業員
の AI リテラシー向上を通じた長期的な競争力強化にあります。現在直面している技術的課
題や利用者からの建設的な指摘は、システムのさらなる改良と、より効果的な活用方法の確
立につながる貴重な学習機会として活用されています。 
金融業界のみならず、幅広い業界において、経営者の思考と判断を学習した AI システムの
導入が進む可能性が高く、SMFG の取り組みはその先行事例として重要な意義を持ってい
ます。今後の展開と成果は、日本企業における AI 活用の方向性を示す重要な指標として注
目され続けるでしょう。 

 
この分析は 2025 年 8 月 5 日時点の公開情報に基づいており、システムの継続的な改良と展
開により、今後さらなる発展が期待されます。 

 
Appendix: Supplementary Video Resources 

 
SMBC Group Digital Summit 2025 見どころ動画①「OpenAI ... 
Feb 4, 2025 



 
2023 年 12 月 20 日 全体 Meetup ～未来を切り拓く金融 AI：人材 ... 
Jan 10, 2024 
もっと詳しく 
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